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企画展の概要
◉会期　８月３日㈯～10月６日㈰
※月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）は休館日
◉開館時間　９時～17時（入館16時30分まで）
◉観覧料　一般220円（160円）、高校生・大学生160円（110円）、
中学生以下無料
※（ ）内は20人以上の団体料金。本宅別途110円

講演会「薩摩藩の編さん事業と出版」（無料）
◉日時　９月14日㈯
　　　　13時30分～
◉講師　鹿児島大学法文学部教授
　　　　「鹿児島の近現代」教育研究
　　　　センター長　丹羽謙治さん
◉会場　ウエルネス交流プラザ
◉定員　70人　※申し込み順
◉申込方法　８月14日㈬から
電話またはファクスで都城島津邸
☎23-2116　FAX 36-4019

リトさんProfile
葉っぱ切り絵アーティスト。

1986年、神奈川県生まれ。自身
のADHD（注意欠如・多動症）
による偏った集中力やこだわ
りを前向きに生かすため、2020
年から独学で制作をスタート。
SNSに毎日のように投稿する
葉っぱ切り絵が注目を集める。

TV番組や新聞など国内メディアで続々と紹介され
るほか、世界各国のネットメディアでも、驚きをもっ
て取り上げられる。

作品集「いつでも君のそばにいる　小さなちいさな
優しい世界」、「葉っぱ切り絵いきものずかん」、絵本「ま
ねっこカメレオン」（いずれも講談社）など、葉っぱ
切り絵シリーズ累計27万部を突破。

１
枚
の
葉
っ
ぱ
か
ら
切
り
絵
で
独
特
の

世
界
を
表
現
す
る
「
葉
っ
ぱ
切
り
絵
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
」
と
し
て
注
目
さ
れ
る
リ
ト
さ

ん
。
県
内
初
の
展
示
会
を
本
市
で
開
催
し

ま
す
。
本
展
示
会
は
、
本
年
度
開
館
20
周

年
を
迎
え
る
都
城
市
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ

ラ
ザ
の
記
念
展
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
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９
８
３

旅
す
る
リ
ト

～
ご
当
地
作
品
大
集
合
！
～

全
国
各
地
で
の
展
示
会
開
催
を
記
念
し

て
リ
ト
さ
ん
が
作
成
し
た
ご
当
地
作
品

が
本
市
に
大
集
合
。

こ
れ
ま
で
の
ご
当

地
作
品
を
集
め
て

展
示
す
る
取
り
組

み
は
リ
ト
展
初
で
、

宮
崎
で
の
作
品
お

よ
び
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
で
あ

る
石
川
県
や
富
山
県
、
福
井
県
を
は
じ
め
、

計
12
作
品
を
展
示
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
回
は
、
展
示
会
の
た
め
に
特

別
に
日
本
地
図
を
デ
ザ
イ
ン
。
大
集
合
し

た
全
国
各
地
の
ご
当
地
作
品
と
一
緒
に
展

示
す
る
見
ご
た
え
あ
る
企
画
で
す
。

展
示
会
概
要

◉
会
期　
８
月
10
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰

※
火
曜
休
館

◉
開
館
時
間　
10
時
～
20
時

※
入
館
は
19
時
30
分
ま
で

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
観
覧
料　
一
般
７
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円

（
市
内
小
・
中
学
校
の
全
児
童
・
生
徒
に

無
料
招
待
券
を
配
布
）、
未
就
学
児
無
料

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
都
城
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
の
情
報
発
信
サ
イ

ト
「
ま
ち
た
ん
」
で
事

前
購
入
可
能

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
リ
ト
さ
ん　

サ
イ
ン
会
】

◉
日
時　
８
月
10
日
㈯

　
　
　
　
第
１
部　
11
時
～
12
時

　
　
　
　
第
２
部　
13
時
～
15
時

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

【
切
り
絵
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

◉
日
時　
８
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
・
24

日
㈯
・
25
日
㈰　
午
前
の
部
10
時
～
、

午
後
の
部
14
時
～

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
定
員
・
費
用　
各
回
８
組
・
千
円

ま
ち
た
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
み

【
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
】

◉
期
間　
８
月
10
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰

◉
場
所　

市
立
図
書
館
、
ま
ち
な
か

交
流
セ
ン
タ
ー
、「
道
の
駅
」
都
城

N

ニ

ク

ル

iQ
LL

、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
来
場
者
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
台
紙
を

配
布
。
準
備
数
に
達
し
次
第
、
終
了

【
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
】

◉
期
間　
８
月
10
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰

◉
場
所　

市
立
図
書
館
、ま
ち
な
か
交

流
セ
ン
タ
ー
、「
道
の
駅
」都
城N

iQ
LL

、

関
之
尾
公
園
、T

テ

ラ

ス

タ

ERRA
STA

、ウ
エ
ル

ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※
来
場
者
に
先
着
で
都
城
開
催
限
定
う

ち
わ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

リト＠葉っぱ切り絵展
葉っぱの小旅行 in 宮崎

都城に

大集合!旅する
森の

仲間た
ち

宮崎開催記念作品「葉っぱの小旅行㏌宮崎」

葉っぱの小旅行㏌富山

地
誌
編
さ
ん
の
時
代
的
背
景

江
戸
時
代
後
期
、
西
洋
列
強
の
進
出
に

危
機
を
抱
い
た
幕
府
は
、
領
国
を
再
把
握

す
る
た
め
の
調
査
の
一
つ
と
し
て
地
誌
の

編
さ
ん
を
企
画
。

寛
政
の
改
革
で
知
ら
れ
る
老
中
松
平
定

信
が
地
誌
に
興
味
を
示
し
た
影
響
を
受
け

て
、
幕
府
は
享
和
３
年
（
１
８
０
３
年
）、

昌
平
坂
学
問
所
に
地ち

誌し

調し
ら
べ

所し
ょ
を
設
置
し
、

地
誌
編
さ
ん
に
着
手
す
る
よ
う
各
藩
へ

内
々
に
指
示
し
ま
し
た
。

享
保
期
か
ら
行
わ
れ
た
鹿
児
島
藩
の
地

誌
編
さ
ん
は
、
寛
政
期
の
幕
府
の
動
向
を

受
け
さ
ら
に
活
発
に
な
り
、
そ
の
成
果
と

し
て
「
薩さ

っ
藩ぱ

ん
名め

い
勝し

ょ
う

志し

」
と
「
三さ

ん
国ご

く
名め

い
勝し

ょ
う

図ず

会え

」
が
編
さ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
幕
府
や
藩
の
動
向
を
受
け
て
、

都
城
島
津
家
に
お
い
て
も
約
30
年
に
わ
た

る
大
事
業
と
な
る
「
庄
内
地
理
志
」
の
編

さ
ん
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
。

本
展
示
で
は
、
都
城
島
津
家
に
よ
る

「
庄
内
地
理
志
」
編
さ
ん
の
背
景
や
役
割

を
紐ひ

も
解
く
と
と
も
に
、
記
録
さ
れ
た
郷
土

の
歴
史
や
調
査
な
ど
の
過
程
に
も
注
目
し
、

地
誌
編
さ
ん
を
通
し
て
地
域
の
歴
史
が
受

け
継
が
れ
て
い
く
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

都
城
の
百
科
全
書「
庄
内
地
理
志
」

「
庄
内
地
理
志
」
は
、
都
城
島
津
家
が

独
自
に
編
さ
ん
し
た
地
理
・
歴
史
の
書
物

で
、
全
１
１
３
巻
に
及
び
ま
す
。
本
市
に

現
存
す
る
１
０
３
巻
に
加
え
、
巻
百
の
写

し
が
東
京
大
学
史
料
編へ

ん
纂さ

ん
所じ

ょ
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
本
市
の
風
土
や
由
来
、
名

所
旧
跡
、
名
産
品
、
政
治
機
構
に
つ
い
て

記
さ
れ
、
さ
ら
に
当
時
伝
来
し
た
古
文

書
・
古
記
録
、
系
図
、
社し

ゃ
寺じ

縁え
ん
起ぎ

、
棟む

な
札ふ

だ
、

石
塔
の
類
ま
で
収
録
さ
れ
た
、
ま
さ
に
本

市
の
百
科
全
書
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
す
。

※
巻
六
十
六
は
伝
承
館
だ
よ
り
で
紹
介

近
世
後
期
の

地
誌
編
さ
ん
と
地
域
社
会

～
「
庄
内
地
理
志
」か
ら
時
代
を
読
み
解
く
～

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
島
津
邸　

☎
23
-２
１
１
６

都
城
島
津
伝
承
館　

企
画
展

「庄内地理志」（都城島津邸所蔵）


